










































































（一般） 17 19 1 1
貸切ツアー
（学校団体） 31 79 0 0
合　計 48 98 1 1
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。」
と述べている。3）
3）オンラインの限界と体験の重要性
　コロナ禍の中で、インターネットを利用したオンラ
イン会議や授業、テレワーク等の重要性や優位性が論
じられている。多人数や遠隔地への伝達、あるいは一
部の授業など、情報の質によってはオンラインは優れ
ている場合もある。例えばインターネットやCDに
39現地報告・コロナ禍における自然ガイドの状況
よって、音楽は全世界の人々に届けられている。しか
し、オンラインは間接的な伝達ツールであり、相手の
細かい感情や気持ちを読み取ることは難しい。マスク
を着けてガイドを行った時でさえも、お互いに気持ち
や感情が伝わらず不完全燃焼のような感覚が残ったの
だが、オンラインではそれ以上にもどかしさが強いと
思われる。また互いに気持ちが読み取れない形での議
論は、SNSでも見られる通り「歩み寄り」や「相互理
解」、「共感」ではなく「対立」を生みやすい。身体感
覚や共通体験があって初めて理解や納得が得られると
いうことも多い。ガイドツアーはオンラインが難しい
もののひとつと言えるであろう。
4）コロナ禍の中でのガイドから学んだこと
　普段は意識の下に埋もれていた様々な事柄がまるで
あぶり出しのように見えてきたことは、コロナ禍の中
での体験から得た貴重な教訓であった。上に挙げたこ
とはコロナ禍の中で得られた成果であり、これらを意
識してガイドを行うことによって、今後のガイドの質
が高まるものと期待される。コロナ収束後も是非これ
らの経験を生かしてゆきたいと考えている。
参考文献
1） 「選択」2020年6月号106ページ　選択出版
2） 「合唱活動における新型コロナウイルス感染症拡大
防止のガイドライン」4ページ
 2020年6月　一般社団法人全日本合唱連盟
3） 「音楽の友」2020年8月号13ページ　音楽の友社
